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昔語りに耳かたむけて遺跡訪ねて巡る美浦　（日和吟社俚謡集より）

　昨年度、住民参加による陸平貝塚の確認調査を

Ｉ貝塚で実施しました。今年度は発掘調査の参加

者が出土した土器などの資料整理をおこなってい

ます。調査の成果は平成 30 年度に報告書として刊

行する予定です。

割れている土器の破片

は土器のどの部分なの

か、また土器に描かれ

ている文様の技法など

も学びながら整理作業

は進みます。

縄文土器の表面につけられている文様を調べて一つ一つの土器の破片を

同じ種類ごとに分ける作業をしています。

　陸平をヨイショする会がこれまでの活動をまとめ

た記念誌を発行し、記念コンサートを開催すること

になりました。早春の午後、ピアノとケーナの音楽

コンサートをどうぞお楽しみください。

◆日 時 ３月 25 日（日）
 午後 2 時開演（午後 1 時 30 分開場）

◆出　演 山本　光（ピアノ）、渡辺大輔（ケーナ）

◆会　場 文化財センター

◆入場料 無料

◆主　催 陸平をヨイショする会

　縄文時代を学びながら、で

きるだけ忠実に、そして楽し

みながら、陸平貝塚公園の

新たなシンボルとなる竪穴

住居を再び住民参加のプロ

ジェクトとして復元します。

◆期間　4 月から約 1 年

　　　　（土日を中心に 20 日程度実施予定）

◆内容　勉強会、設計、木の伐採などの材料調達、

組立・屋根葺きなどの復元作業等

◆申込　3 月 31 日までに文化財センターへ

竪穴住居復元プロジェクト
参加者募集

陸平
貝塚

陸平をヨイショする会

20周年記念誌発行記念コンサート

陸
平
Ｉ

貝
塚
を
調
べ
る
！

確
認
調
査
の
整
理
実
施
中
！
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　今回は縄文時代の住居のひとつ第 5 号住居址（5

号住）をご紹介します。5 号住は直径５ｍ程の丸い

形で壁に沿って柱の穴が並び、中央に炉のある竪穴

式住居です（写真①）。5 号住は住居として使用され

なくなった後、壊れたり使用しなくなった土器等を

捨てる場にもなったほか貝殻や魚・動物の食べかす

も捨てられ、結果として小規模な貝塚ができました

（写真②）。貝塚が残されていたことにより縄文人が

近くの海（当時は海だった霞ヶ浦）から貝や魚等を

とって来て食べていたこともわかりました。

　5 号住からはさまざまな遺物が出土しています。

その数は 5,000 点以上で 9 割以上が縄文土器でし

た。多くの土器とともに土製の腕輪（写真⑧）や蓋、

イノシシの牙で作った装飾品（写真⑩）、石器、貝

を加工した貝刃なども出土しました。土器は高さが

50cm で重量感もある大きなものから手のひらに乗

るくらい小さなものまであり、形は深鉢形（写真⑥、

⑨）が多くほかに鉢形や壺形（写真⑦）のものもあ

りました。現代人からみると深鉢形の土器は使いづ

らいように思いますが、縄文時代では主流の形でし

た。土器の中には煮炊きに使用された痕跡が残るも

の、また、住居の中から埋甕として使われたと思わ

れる土器（写真④）も出土しました。縄文時代の埋

甕は埋葬に使われた土器を意味しています。

　5 号住と同じ時期の住居はほかに 2 軒見つかりま

した。

お さ えん にし

第2回 縄文時代①

　御茶園西遺跡は平成 25 年度に遺跡の一部を発掘調査し、縄文時代後期（約 4,000 年前）と古墳時代後期

（約 1,500 年前）の遺構や遺物が見つかりました。

埋甕と思われます（④）。土器

は下半分が割られていて、内面

には何か液体が垂れたような痕

跡がみられました（⑤）。

高さが45cm程もあり底の

部分は 11㎝程の細長い土

器。何を入れたのかな？

骨を丁寧に加工して作って

いて装飾品と思われます。

両端が折れているので全体

の形はわかりませんが精巧

な作りです。端から端まで

は2.5㎝程。

土製の腕輪。貝の腕輪を模して作られ

たと考えられています。どんな時に

使ったのかな？

手のひらに収まる位のかわいい小型

の壺。下の方は割れています。とて

も薄くて軽く精巧な作りで黒い色を

しています。わずかに朱色が残り赤

く塗られていたことがわかりました。

高さが 50cmもある土器。煮

炊きに使われた痕跡がありま

す。何を煮たのかな？

イノシシの牙に穴を

開けたり磨くなどと

ても丁寧に加工を施

した装飾品。誰がど

んな風に身につけた

のかな？

潰れた状態で出土した縄文土器。

第5号住居址。住居の中央の窪みは炉でいつも火を焚いていたため地面が赤く

焼け込んでいて、灰も白く残っていました。炉から大きな土器片も出土しました。

壁際にある数々の穴は、多くが柱の穴。

こんなところにも

貝塚が！

住居を埋めている土の上面に

貝塚が見つかりました。

①

②

③

④

⑤

⑨

⑦

⑧ ⑥

⑩

⑪

炉
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美
浦
か
る
た
は
美
浦
村
女
性
行
政
推
進
協
議
会
が
作
成
し
た
美
浦
村
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
か
る
た
で
す
。

「
美
浦
か
る
た
」で
知
る

み
ほ
の
文
化
財

今
回
の
札
は

「
え
」
「
と
」

　

安
中
地
区
の
木
・
本
橋
・
定
光
・
間
野

地
区
は
太お

お

た田
四
ヶ
村
と
呼
ば
れ
、
明
治
22

年
に
安
中
村
が
で
き
る
前
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ

と
つ
の
村
で
し
た
。
太
田
と
い
う
地
名
は

木
村
に
あ
っ
た
太
田
山
地
蔵
院
の
山
号
に

由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
・
本
橋
・
定
光
地
区
は
隣
接
し
た
位

置
関
係
に
あ
り
周
囲
は
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
３
つ
の
集
落
全
体
は

遺
跡
（
太お

お

た

か

ど

田
門
遺
跡
）
で
掘
跡
を
利
用
し

た
と
思
わ
れ
る
水
田
も
み
ら
れ
ま
す
。
小

字
名
と
し
て
、
表

お
も
て
ぐ
ち口
、
東
門
、
門か

ど

、
前
、
中
、

入
、
薬
師
堂
、
根
田
、
車

く
る
ま
ど
う堂

、
経
塚
、
馬

場
先
な
ど
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

木
村
に
は
屋
敷
地
の
周
囲
に
掘
を
め
ぐ

ら
し
て
城
郭
を
形
成
し
、
館
内
を
門
、
前
、

中
、
入
の
四
つ
に
分
け
室
町
時
代
か
ら
木

村
一
族
が
治
め
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
太
田
集
落
の
北
側
に
は

鬼
門
除
け
と
し
て
経
石
を
納
め
た
経
塚
が

祭
祀
さ
れ
、
経
塚
と
い
う
小
字
名
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
木
地
区
で
は
、
ぼ
い
内
、

成な

る

い

か

い

ど

う

井
海
道
な
ど
、
本
橋
地
区
で
は
、
阿あ

ら

敷し
き

、
ど
じ
よ
う
、
細ほ

そ
う
ち打
、
あ
ら
く
、
坂さ

か

の
免め

、

貝か
い
か
ば蒲
な
ど
、
定
光
地
区
で
は
、
札ふ

だ

の

し

た

ノ
下
、
門

口
、
成な

る

い

か

ど

井
門
、
網あ

み
う
ち打

、
鬼お

に
ご
し越

、
保ほ

よ

う

ち

養
地
な
ど

の
珍
し
い
小
字
名
が
あ
り
ま
す
。

　

間
野
地
区
に
は
江
戸
時
代
の
絵
図
に
平

臺
山
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
独
立
し
た
小

さ
な
台
地
が
あ
り
小
字
名
も
平
台
と
し
て

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
立
地
や
形
状
か
ら
城

郭
関
連
遺
跡
の
可
能
性
が
高
い
場
所
で
、

か
つ
て
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝

承
も
あ
り
ま
す
。
付
近
に
残
る
小
字
名
に

は
、
戸
之
内
茶さ

な

え苗
、
戸
之
内
大だ

い
か
ん
ば
た

官
畑
、
城
山
、

コ
ン
バ
、
ハ
ツ
コ
ウ
、
鬼
越
、
兎

う
さ
ぎ
ご
し越
、
石

ぽ
ろ
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

間野村を描いた

江戸時代の絵図

木
・
本
橋
・
定
光
・
間
野 

地
区

美
浦
村
の
地
名
11

　

木
原
小
学
校
の
近
く
に
あ
る
永
巖
寺
は
、
今
か
ら
約

６
０
０
年
前
の
応
永
元
年
（
１
３
９
４
年
。
室
町
時
代
）
に

木
原
城
の
城
主
近
藤
利
貞
が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
曹

洞
宗
の
寺
院
で
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
ま

す
。
木
原
城
の
三
の
丸
に
接
す
る
位
置
に
あ
り
、
周
囲
に
築

か
れ
た
大
き
な
土
塁
や
堀
は
今
も
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
藤
氏
代
々
の
菩
提
寺
と
し
て
そ
の
墓
と
さ
れ
る
石
造
物
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
文
23
年
（
１
５
５
４

年
。
室
町
時
代
）
に
木

原
城
城
主
近
藤
利
勝
の

娘
が
縫
い
、
永
巖
寺
に

贈
っ
た
と
さ
れ
る
「
虎

の
刺
繍
」
（
県
指
定
文
化

財
）
は
、
竹
林
の
中
に

今
に
も
飛
び
出
し
て
き

そ
う
な
勢
い
の
虎
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

永巖寺が描かれている江戸時代の村絵図

永え

い

が

ん

じ

巖
寺　

地じ

ぞ

う

な

ら

蔵
並
ん
で　

お
出で

む

か迎
え

時
と

き

ひ

め姫
の　

願
ね

が

い
を
こ
め
た　

虎
と

ら

の
刺

し

し

ゅ

う繍
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縄文体験の日

　　　　　　　　古代の組みひもの技法でミサンガを作ります。

◆日 時 ３月 31 日（土）　※①②とも内容同じ

 ① 9：30 ～ 12：00　② 13：30 ～ 16：00

◆場　所 文化財センター

◆対　象 小学年生以上　※４年生以下は大人同伴

◆体験料 ２００円

◆定　員 各回 10 名（先着）

◆申込み 文化財センター

　ゴールデンウィークに気軽に体験できるメニューを

ご用意して皆様のご来館をお待ちしています。新緑の

陸平貝塚を散策したり 1 日楽しめます。どうぞ遊びに

いらしてください！（事前予約不要）

◆日 時 5 月 3 日（木）
 午前 9 時 30 分～午後 4 時

◆場　所 文化財センター

◆体験メニュー　縄文土器、土笛、

　　　　　　　　縄文クッキー、

　　　　　　　　まが玉 ほか

　文化財センターでは体験受け入れや企画体験をおこ

なっています。ご利用、ご参加をお待ちしています！

◆グループ・団体向け（要予約・通年）

　５名以上のグループ・団体で体験ができます。陸平

貝塚（国史跡）の見学とあわせてどうぞ。

　・体験メニュー

　　縄文土器、ミニ土器、土笛、縄文食、まが玉

◆個人で体験を楽しみたい！

　縄文体験の日（5 月 3 日）、夏の縄文体験などの体験

イベントや文化財センターが企画する体験をご利用

ください。陸平縄文ムラまつり（10 月）でもさまざ

まな体験コーナーがあります。

古文書講座
　参加者募集

古文書を読んで村の歴史を知ろう。

◆日にち　全 10 回（いずれも日曜日）

 ① 5 月 13 日 ② 6 月 10 日

 ③ 7 月 8 日 ④ 9 月 9 日

 ⑤ 10 月 14 日 ⑥ 11 月 11 日

 ⑦ 12 月 9 日 ⑧ 1 月 20 日

 ⑨ 2 月 17 日 ⑩ 3 月 10 日

◆時　間　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分

◆場　所　文化財センター

◆定　員　15 名（村在住・在勤の方）

◆参加費　無料　※資料代がかかる場合があります。

◆申込み　文化財センター
陸平で体験を楽しもう！

古代組みひも体験

体験や見学の申込み・お問合せは文化財センターへ　電話 029–886–0291

自分だけの

ミサンガを作ろう


